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自然科学・社会課題につ
いての課題発見と研究計
画の知識

課題発見や研究計画に必
要な新しい知識を主体的
に身に付けていて、課題
発見に向けて活用してい
る。

課題発見や研究計画に必
要な新しい知識を必要に
応じて身に付けていて、
課題発見に向けて活用し
ている。

課題発見や研究計画に必
要な新しい知識を与えら
れて身に付けていて、課
題発見に向けて活用して
いる。

課題発見や研究計画に必
要な新しい知識を与えら
れて身に付けているが、
課題発見に向けて活用で
きていない。

理科各分野の実験操作の
基礎技能

理科各分野の実験に必要
な新しい技能を主体的に
身に付けていて、課題発
見に向けて活用してい
る。

理科各分野の実験に必要
な新しい技能を必要に応
じて身に付けていて、課
題発見に向けて活用して
いる。

理科各分野の実験に必要
な新しい技能を与えられ
て身に付けていて、課題
発見に向けて活用してい
る。

理科各分野の実験に必要
な新しい技能を与えられ
て身に付けているが、課
題発見に向けて活用でき
ていない。

情報活用のための知識

情報の活用に必要な新し
い知識を主体的に身に付
けていて、課題発見に向
けて活用している。

情報の活用に必要な新し
い知識を必要に応じて身
に付けていて、課題発見
に向けて活用している。

情報の活用に必要な新し
い知識を与えられて身に
付けていて、課題発見に
向けて活用している。

情報の活用に必要な新し
い知識を与えられて身に
付けているが、課題発見
に向けて活用できていな
い。

情報インプット力
〔収集・分析・整理〕

研究に必要なデータや情
報を収集・分析・整理で
き、課題発見に向けて活
用している。

研究に必要なデータや情
報を収集・分析でき、整
理が不十分だが、課題発
見に向けて活用してい
る。

研究に必要なデータや情
報を収集でき、分析・整
理が不十分だが、課題発
見に向けて活用してい
る。

研究に必要なデータや情
報を収集できず、課題発
見に向けて活用できてい
ない。

論理的思考力

研究について、前提とな
る事柄から確実に言える
結論を導き出し、その思
考の限界をも理解してい
る。

研究について、前提とな
る事柄から確実に言える
結論を導き出すことがで
きる。

研究について、前提とな
る事柄から確実に言える
結論を導き出すことがで
きない。

研究について、前提とな
る事柄と考えられる結論
を関連付けることができ
ない。

計画力

研究について、複数の計
画案から、論理的でモレ
や重複のない研究計画書
を作成し、研究方法や結
果の影響を説明できる。

研究について、複数の計
画案から一つを選択し、
論理的でモレや重複のな
い研究計画書を作成でき
る。

研究について、複数の計
画案から一つを選択する
が、論理的でモレや重複
のない研究計画書を作成
できない。

研究について、複数の計
画案を考えず、一つだけ
の計画にこだわり、研究
計画書を作成する。
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失敗から学ぶ力
＊学習活動を通して失敗した経験を
裏面に書いてから回答すること。
＊失敗したことのみをもって成績評
価を下げることはありません。

課題研究で自分が失敗し
た事実をもとに原因や理
由を書くことができ、再
びする場合の具体策や教
訓も書くことができる。

課題研究で自分が失敗し
た事実をもとに原因や理
由を書くことができる
が、再びする場合の具体
策や教訓は書けない。

課題研究で自分が失敗し
たことを振り返えるが、
自分を責めるまたは他者
を攻撃するように主観的
に書いてしまう。

失敗に目を向けることが
できず、課題研究で自分
がどんな失敗をしたかを
振り返って書くことがで
きない。
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授業や課外活動のど
んな学習場面で身に
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学習到達レベル

記載　　年　　月　　日（　）
研究分野

（1.数学/2.物理/3.化学/4.生物/5.共創）


